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（３）健康状態、健康に対する意識、日常生活の状況

問16　日常生活全般に対する不安

・日常生活での不安の有無については、「多小不安を感じる」が47.3%で最も多く、「とても不安を感じ
る」とあわせると58.9％となっている。
・前回調査と比較すると、「とても不安を感じる」は2.4ポイント高く、「多少不安を感じる」は6.2ポイ
ント低くなっている。

・性別でみると、女性の方が不安を感じているとの回答割合が高くなっている。
・年齢別では、「不安は感じない」は65～69歳が最も多い。一方「多少不安を感じる」は80～84歳が最も
多く、「とても不安を感じる」は90歳以上が最も多くなっている。
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【図16 日常生活での不安の有無】 

（Ｎ＝9993） 
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【図16-1 日常生活での不安の有無（比較）】 
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 男性 (N=4140)  

 女性 (N=5451)  

 65～69歳 (N=2679) 

 70～74歳 (N=2587) 

 75～79歳 (N=2012) 
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【図16-a 日常生活での不安の有無（性別・年齢別）】 
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・世帯別でみると、ひとり暮らし世帯で、「とても不安を感じる」と「多少不安を感じる」をあわせた
『不安を感じる』との回答が68.4％と他と比べて高くなっている。
・介護度別では、『不安を感じる』との回答が、要支援１及び２では８割近くと高くなっている。介護認
定を受けている方は、申請していない、非該当（自立）に比べて、『不安を感じる』との回答割合が高
い。

（３）健康状態、健康に対する意識、日常生活の状況

問16　日常生活全般に対する不安　（世帯別・介護度別）
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ひとり暮らし世帯 

(N=2754) 

夫婦世帯でともに 

65歳以上(N=3392) 

夫婦世帯で配偶者 

が65歳未満(N=594) 

その他世帯で全員 

65歳以上(N=292) 

上記以外の世帯 

(N=2316) 

申請していない 

(N=3218) 

非該当（自立） 

(N=3705) 

要支援１ (N=475) 

要支援２ (N=348) 

要介護１ (N=210) 

要介護２ (N=276) 

要介護３ (N=132) 

要介護４ (N=107) 

要介護５ (N=82) 

【図16-b 日常生活での不安の有無（世帯別・介護度別）】 
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（３）健康状態、健康に対する意識、日常生活の状況

問16-1　不安に感じることの内容

・不安を感じると回答した人に、不安に感じることをたずねると、「急に具合が悪くなったりしたときの
こと」が59.5％と最も高く、次いで「あなたやご家族の健康のこと」(56.9％)、「自分自身が認知症にな
ること」(48.9％)、「火災や自身など災害のこと」(39.2％)となっている。

59.5  

56.9  

48.9  

39.2  
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急に具合が悪くなったりしたときのこと 

あなたやご家族の健康のこと 

自分自身が認知症になること 

火災や地震など災害のこと 

生活のための収入のこと 

社会の仕組み（法律、社会保障など）が 

変わること 

頼れる人がいなくなり、ひとりきりの 

暮らしになること 

子どもや孫の将来のこと 

日常の食事づくりや、ひとりでの買い物 

など外出すること 

困りごとなど相談する相手がいない 

こと（場所がわからないこと） 

人（近隣、親戚、友人、知人、仲間など） 

との付き合いのこと 

土地や家屋など財産のこと 

悪質商法の被害にあうこと 

預貯金などを管理すること 

その他 

無回答 

【図16-1 不安に感じることの内容】 

（Ｎ＝9993） 

(MA％) 
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（３）健康状態、健康に対する意識、日常生活の状況

問16-1　不安に感じることの内容　（性別・年齢別）

・性別でみると、「急に具合が悪くなったりしたときのこと」と「あなたやご家族の健康のこと」は男女
ともに50％以上であり、女性はさらに「自分自身が認知症になること」についても50％を超えている。
・年齢別では、65歳～79歳までが「あなたやご家族の健康のこと」、75歳以上は「急に具合が悪くなった
りしたときのこと」が多い。「自分自身が認知症になること」については70歳代に多い。
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【図16-1-a 不安に感じることの内容（性別・年齢別）】 

(％) 

36



（第３回　大阪市社会福祉審議会高齢者福祉専門分科会　平成26年３月31日開催　資料）

 

（３）健康状態、健康に対する意識、日常生活の状況

問16-1　不安に感じることの内容　（介護度別）

・介護度別でみると、「急に具合が悪くなったりしたときのこと」は、要支援１から要介護３までで、最
も多い回答となっている。
・「あなたやご家族の健康のこと」は、申請していない、非該当（自立）、要介護４及び５で、最も多い
回答となっている。
・「自分自身が認知症になること」は要支援１に最も多く、要介護３以上では、やや少なくなっている。
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（凡　例）　

（４）就労、地域生活の状況、いきがい

問17　収入のある仕事の有無

・収入を得られる仕事の状況については、「仕事をしている」は23.1％、「仕事をしていない」は71.6％
となっている。
・前回調査と比較すると、「仕事をしている」は2.2ポイント高く、「仕事をしていない」は5.5ポイント
低くなっている。

・性別でみると、男性の方が「仕事をしたい（続けたい）」という意向が女性よりも多い。
・年齢別では、高齢になるにつれて「仕事をしている」は減少している。

仕事をし
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23.1% 

仕事をし
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無回答    

5.3% 

【図17 就労状況】 

（Ｎ＝9993） 
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【図17-1 就労状況（比較）】 
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 80～84歳 (N=1382) 
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【図17-1-a 就労状況（性別・年齢別）】 
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（４）就労、地域生活の状況、いきがい

問18　今後仕事をしたい（続けたい）かの意向

・就労意向については、「仕事をしたい(続けたい)」は31.2％と最も多く、「仕事をしたくない(仕事をや
めたい)」は29.1％となっている。
・前回調査と比較すると、「仕事をしたくない(仕事をやめたい)」は3.0ポイント低くなっているが、概ね
前回と同様の傾向となっている。

・性別でみると、男性は「仕事をしたい（続けたい）」が４割を超えており、女性よりも多くなってい
る。
・年齢別では、「仕事をしたい（続けたい）」が65～69歳は半数近くを占めているが、高齢になるにつれ
て「仕事をしたくない（やめたい）」が増加し、75～79歳で割合が逆転している。
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29.1% 
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無回答 

23.2% 

【図18 就労意向】 （Ｎ＝9993） 
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【図18-1 就労意向（比較）】 
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 男性 (N=4140)  

 女性 (N=5451)  

 65～69歳 (N=2679) 

 70～74歳 (N=2587) 

 75～79歳 (N=2012) 

 80～84歳 (N=1382) 

 85～89歳 (N=678)  

 90歳以上 (N=275)  

【図18-a 就労意向（性別・年齢別）】 
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（４）就労、地域生活の状況、いきがい

問18-1　仕事をしたい（続けたい）理由　（複数回答）

・仕事をしたい(続けたい)と回答した人に就労したい理由をたずねると、「生きがいを得られるから」
「健康に良いから」が同率で56.7％と最も高く、次いで「生活費が必要だから」が48.9％となっている。

56.7  

56.7  

48.9  

35.0  

29.8  

23.1  

6.4  

2.9  

0  10  20  30  40  50  60  

生きがいを得られるから 

健康に良いから    

生活費が必要だから  

何もしないと退屈だから 

小遣いが欲しいから  

友人ができるから   

家族が望むから    

その他        

【図18-1-1 就労したい理由】 

（Ｎ＝9993） 

(MA％) 
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（４）就労、地域生活の状況、いきがい

問19　近所付き合いの程度

・近所付き合いについては、「会った時に世間話をするくらい」が37.5％と最も多く、次いで「あいさつ
程度」が33.8％となっている。

・性別でみると、「互いの家をよく行き来する」「ときどき行き来する」を合わせた『近所の方と行き来
のある方』については、男性は女性の半分以下に留まっている。また、男性は「あいさつ程度」が女性の
倍近くとなっている。
・年齢別では、『近所の方と行き来のある方』は75～79歳で最も多く19.9％となっている。65～69歳では
「あいさつ程度」の回答が最も多い。また、90歳以上では、付き合いの「ほとんどない」方の割合が、他
の年齢と比べて多い。

互いの家をよく行き来

するくらい 

6.1% 

ときどき行き来するくらい 

10.5% 

会った時に世間話を

するくらい 

37.5% 

あいさつ程度 

33.8% 

ほとんどない 

7.2% 

無回答 

5.0% 
【図19 近所付き合いの状況】 

（Ｎ＝9993） 
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無回答 
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3.4 

4.8 
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（凡 例）  

 男性 (N=4140)  

 女性 (N=5451)  

 65～69歳 (N=2679) 

 70～74歳 (N=2587) 

 75～79歳 (N=2012) 

 80～84歳 (N=1382) 

 85～89歳 (N=678)  

 90歳以上 (N=275)  

【図19-a 近所付き合いの状況（性別・年齢別）】 

（性  別） 

（年齢別） 
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（４）就労、地域生活の状況、いきがい

問19　近所付き合いの程度　（世帯別）

・世帯別でみると、「互いの家をよく行き来する」「ときどき行き来する」を合わせた『近所の方と行き
来のある方』は、ひとり暮らし世帯が最も多く19.8％であり、夫婦のみで配偶者が65歳未満の世帯が最も
少なく9.2％となっている。
・一方で、ひとり暮らし世帯は付き合いの「ほとんどない」が9.9％となっており、高い割合となってい
る。

互いの家をよく 

行き来する 

7.3 

6 

3.5 

4.5 

5.1 

ときどき行き来する 

12.5 

10.5 

5.7 

6.5 

10.5 

会った時に世間話 

33.3 

41.3 

32.3 

40.4 

40.4 

あいさつ程度 

31.3 

34.9 

50.2 

34.9 

33.9 

ほとんどない 

9.9 

5 

5.9 

10.6 

7.9 

無回答 

5.7 

2.3 

2.4 

3.1 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

（凡 例）  

ひとり暮らし世帯 

(N=2754) 

夫婦世帯でともに 

65歳以上(N=3392) 

夫婦世帯で配偶者 

が65歳未満(N=594) 

その他世帯で全員 

65歳以上(N=292) 

上記以外の世帯 

 (N=2316) 

【図19-ｂ 近所付き合いの状況（世帯別）】 

（世
帯
別
） 
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（第３回　大阪市社会福祉審議会高齢者福祉専門分科会　平成26年３月31日開催　資料）

 

（４）就労、地域生活の状況、いきがい

問19-1　近所付き合いがほとんどない理由　（複数回答）

・近所付き合いがほとんどないと回答した人に、付き合いがほとんどない理由をたずねると、「近所と付
き合うきっかけや機会がない」が30.5％、「あまり関わり合いをもちたくない」が23.0％となっており、
「特に理由はない」と「気の合う人、話の合う人が近くにいない」がほぼ同数となっている。

30.5  

23.0  

18.8  

18.7  

15.9  

11.0  

10.3  

6.4  

2.4  

0 10 20 30 40 

近所と付き合うきっかけや機会がない  

あまり関わり合いをもちたくない    

特に理由はない            

気の合う人、話の合う人が近くにいない 

その他                

同世代の人が近くにいない       

引っ越してきて間もない        

仕事や家事で忙しく時間が無い     

無回答                

【図19-1 近所付き合いがほとんどない理由】 

（Ｎ＝9993） 

(MA％) 
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（第３回　大阪市社会福祉審議会高齢者福祉専門分科会　平成26年３月31日開催　資料）

 

（４）就労、地域生活の状況、いきがい

問20　継続的に参加している団体や集まり　（複数回答）

・参加している団体や集まりの有無については、「参加していない」が46.8％と最も多い。
・参加しているとの回答の中では、「町会、自治会、女性会などの地域団体」が17.9％と最も多く、次い
で「趣味のサークル・団体」、「健康・スポーツのサークル・団体」となっている。

46.8  

17.9  

14.5  

11.7  

7.2  

4.4  

4.1  

4.0  

2.3  

1.8  

1.2  

1.0  

8.2  

0 10 20 30 40 50 

参加していない          

町会、自治会、女性会などの地域団体 

趣味のサークル・団体       

健康・スポーツのサークル・団体  

老人クラブ            

その他              

生涯学習のサークル・団体     

ボランティア団体（社会奉仕団体）  

退職者の組織（ＯＢ会など）    

商工会・同業者団体        

ＮＰＯなどの市民活動団体     

シルバー人材センターなどの就業組織 

無回答              

【図20 参加している団体や集まりの有無】 

（Ｎ＝9993） 

(MA％
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（第３回　大阪市社会福祉審議会高齢者福祉専門分科会　平成26年３月31日開催　資料）

 

（４）就労、地域生活の状況、いきがい

問20-1　（継続的に団体等に参加している方）参加のきっかけ　（複数回答）

・参加していると回答した人に、参加するきっかけをたずねると、「健康のため」が40.8％と最も多く、
次いで「友人・知人に誘われたから」が35.3％、「人との関わりを持ちたかった」が27.2％となってい
る。

6.7 

4.9 

12.1 

14.1 

16.8 

18.7 

19.8 

23.5 

27.2 

35.3 

40.8 

0 10 20 30 40 50 

無回答            

その他            

自分の能力を活かすことができる 

地域や社会に貢献したかった  

生きがいを得たかった     

団体の中に自分の役割があるから 

内容が楽しそうだった     

活動場所が近所にあった    

人との関わりを持ちたかった  

友人・知人に誘われたから   

健康のため          

【図20-1 参加するようになったきっかけ】 

（Ｎ＝9993） 

(MA％) 
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（第３回　大阪市社会福祉審議会高齢者福祉専門分科会　平成26年３月31日開催　資料）

 

（４）就労、地域生活の状況、いきがい

問20-2　（継続的に団体等に参加していない方）参加していない理由　（複数回答）

・参加していないと回答した人に、参加していない理由をたずねると、「特に理由はない」が45.9％と最
も多い。次いで、「興味をひくものがない」、「心身上の理由がある」との順となっている。

2.2 

7 

7.9 

8.1 

9.5 

10.9 

14.8 

17.1 

18.7 

45.9 

0 10 20 30 40 50 

無回答          

その他          

費用がかかる       

内容がよくわからない   

参加の仕方がわからない  

一緒に活動する仲間がいない 

時間がない        

心身上の理由がある    

興味をひくものがない   

特に理由はない      

【図20-2 参加していない理由】 

（Ｎ＝9993） 

(MA％) 
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（第３回　大阪市社会福祉審議会高齢者福祉専門分科会　平成26年３月31日開催　資料）

 

（４）就労、地域生活の状況、いきがい

問21　地域社会に貢献できると考える活動　（複数回答）

・自分が地域社会に貢献できると考える考える活動について尋ねると、「仕事・働くこと」が19.0％で最
も多く、次いで「ボランティア活動」が18.2％、「地域の防災・防犯などの活動」が11.4％となってい
る。
・他方、「特にない」が35.5％となっている。

15.2 

35.5 

2.7 

2.9 

3.5 

4.6 

6.8 

8.9 

9.3 

11.4 

18.2 

19 

0 10 20 30 40 

無回答             

特にない            

地域活動・団体などへの金銭的援助 

その他             

ＮＰＯなどの市民活動      

障がい者を支援する活動     

青少年や子どもたちを支援する活動 

区役所が主催する活動      

高齢者を支援する活動      

地域の防災・防犯などの活動   

ボランティア活動        

仕事・働くこと         

【図21 地域社会に貢献できると考える活動】 

（Ｎ＝9993） 

(MA％) 
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（第３回　大阪市社会福祉審議会高齢者福祉専門分科会　平成26年３月31日開催　資料）

 

（４）就労、地域生活の状況、いきがい

問21　地域社会に貢献できると考える活動　（性別・年齢別）

・性別でみると、男性は「仕事・働くこと」が27.4％で最も多い。女性は「ボランティア活動」が最も多
い回答となっている。また、男性は「地域の防災・防犯などの活動」が、女性に比べて高い割合となって
いる。
・年齢別では、「仕事・働くこと」と「ボランティア活動」が65～74歳までで高い割合となっている。80
歳以上ではすべて10％を下回っている。

27.4 

13.6 

32.4 

23.1 

13.6 

7.1 5.5 
2.5 

0 

20 

40 仕事・働くこと 

17.4 
19.7 

25.4 
23.1 

17.1 

9.6 
4.6 4 

0 

20 

40 ボランティア活動 

17.5 

7.2 

15.8 
13.3 

10.7 
7.2 

4.9 
2.5 

0 

20 

40 地域の防災・防犯などの活動 

8.8 10.2 11.2 10.5 9.7 
7.2 6.3 

3.6 

0 

20 

40 高齢者を支援する活動 

9 9.3 10.6 10.2 10.3 
6.4 4.3 

1.5 

0 

20 

40 区役所が主催する活動 

9 
5.4 

9.8 
7.7 5.9 5 

2.2 1.5 

0 

20 

40 

 男性 
(N=4140) 

 女性 
(N=5451) 

 65～69歳 
(N=2679) 

 70～74歳 
(N=2587) 

 75～79歳 
(N=2012) 

 80～84歳 
(N=1382) 

 85～89歳 
(N=678) 

 90歳以上 
(N=275) 

青少年や子どもたちを支援 

する活動 

性 別 年齢別 

【図21-a 地域社会に貢献できると考える活動（性別・年齢別）】 

(％) 
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（第３回　大阪市社会福祉審議会高齢者福祉専門分科会　平成26年３月31日開催　資料）

 

（４）就労、地域生活の状況、いきがい

問22　地域で行われている見守りに関する取り組み　（複数回答）

・地域で行われている見守りに関する取り組みについての認知度は、「集会所などで会食会を催し地域交
流を深める取り組み」が31.6％と最も多い一方で「地域でどんな活動を行っているのか知らない」が
27.7％で２番目に多くなっている。
・次いで、「近所の方と声を掛け合うこと」「地域ネットワーク委員・推進員による見守り支援活動」
「地域住民による安否確認の取組み」であり、最も多い「集会所等での地域交流の取組み」とあわせて、
地域で行われている活動が上位にあげられている。

19.3 

2.1 

2.9 

3.1 

5.7 

8.6 

9.1 

9.7 

18.1 

19.5 

27.7 

31.6 

0 10 20 30 40 

無回答                     

その他                     

新聞や牛乳配達時の安否確認           

定期的に電話で安否確認を行う取り組み      

地域における福祉のコーディネーターによる、区ごと 

の新たな見守り・支援活動の取り組み 

弁当の配食時に安否確認を行う取り組み      

健康づくりや介護予防に関する催し        

地域住民による友愛訪問、見守り訪問、声かけ活動な 

どの高齢者の安否確認などの取り組み 

地域ネットワーク委員・推進員による見守り支援活動 

近所の人と声を掛け合うこと           

地域でどんな活動を行っているのか知らない    

集会所などで会食会を催し地域交流を深める取り組み 

【図22 地域で行われている見守りに関する取り組み】 

（Ｎ＝9993） 

(MA％) 
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（第３回　大阪市社会福祉審議会高齢者福祉専門分科会　平成26年３月31日開催　資料）

 

（４）就労、地域生活の状況、いきがい

問22　地域で行われている見守りに関する取り組み　（性別・年齢別）

・性別でみると、女性では「集会所などで会食会を催し地域交流を深める取り組み」についてが37.9％で
最も多いが、男性は「地域でどんな活動を行っているか知らない」が33.3％で最も多い。
・年齢別では、「集会所などで会食会を催し地域交流を深める取り組み」が70～84歳まででは最も多い
が、65～69歳、90歳以上では、「地域でどんな活動を行っているか知らない」が最も多い回答となってい
る。

25.4 

37.9 35.2 35 33.6 
27.2 24.2 

20.7 

0 

20 

40 

60 集会所などで会食会を催し地域交流 

を深める取り組み(例:ふれあい食事 

ｻｰﾋﾞｽ、ふれあい喫茶、いきいきｻﾛﾝ) 

33.3 

24.8 

35.6 

27.4 
22 24.7 

28.2 
34.5 

0 

20 

40 

60 地域でどんな活動を行っているか 

知らない 

17.8 
21.2 

16.6 
20.6 22 21.5 19 21.1 

0 

20 

40 

60 近所の人と声を掛け合うこと 

18.3 18.9 20.3 20.3 18.7 
15 15 12.4 

0 

20 

40 

60 地域ネットワーク委員・推進員に 

よる見守り・支援活動 

9.6 10.2 9.6 11.4 9.9 9 9 6.5 

0 

20 

40 

60 地域住民による友愛訪問、見守り 

訪問、声かけ活動などの高齢者の 

安否確認などの取り組み 

7.8 10.7 9.4 10.5 9.5 8.5 7.5 6.9 

0 

20 

40 

60 

 男性 
(N=4140) 

 女性 
(N=5451) 

 65～69歳 
(N=2679) 

 70～74歳 
(N=2587) 

 75～79歳 
(N=2012) 

 80～84歳 
(N=1382) 

 85～89歳 
(N=678) 

 90歳以上 
(N=275) 

健康づくりや介護予防に関する催し 

性 別 年齢別 

【図22-a 地域で行われている見守りに関する取り組み（性別・年齢別）】 

(％) 
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（第３回　大阪市社会福祉審議会高齢者福祉専門分科会　平成26年３月31日開催　資料）

 

（４）就労、地域生活の状況、いきがい

問23　近所の方がお困りの時、お手伝いできること
問24　困った時、地域の人に助けてもらいたいこと　　　（複数回答）

・「近所の方がお困りの時、お手伝いできること」については、「安否確認の見守りや声かけ」が34.3％
で最も多く、次いで「特にない」、「話し相手、相談相手」の順となっている。
・「困った時、地域の人に助けてもらいたいこと」については、「特にない」が32.8％で最も多く、次い
で、「災害時の手助け」、「安否確認の見守りや声かけ」の順となっている。
・「手伝えること」と「助けてもらいたいこと」を比較すると、「安否確認の見守りや声かけ」について
は、「手伝えること」の回答としては34.3％と高いが、「助けてもらいたいこと」の回答としては27.1％
で３番目の回答となり、7.2ポイントの差が見られる。
・｢災害時の手助け」については、「助けてもらいたいこと」の回答としては30％と多い一方で、「手伝え
ること」の問いとしては、19.5％であり、10.5ポイントの差がある。

34.3 

29 

23.3 

20.4 

20 

19.5 

11.9 

5.6 

3.9 

1.7 

11.1 

27.1 

32.8 

14.6 

14.2 

10.7 

30 

2.8 

7.6 

7.5 

1.7 

11.9 

0 10 20 30 40 

安否確認の見守りや声かけ   

特にない           

話し相手、相談相手      

ちょっとした買い物の手伝い  

ゴミ出し           

災害時の手助け        

食事のおすそ分け       

外出や通院の付き添い     

食事づくりや掃除・洗濯の手伝い 

その他            

無回答            

近所の方がお困りの時、お手伝いできること 

困った時、地域の人に助けてほしいこと 

（Ｎ＝9993） 

【図23 「近所の方がお困りの時、お手伝いできること」・「困った時、地域の人に助けてもらいたいこと」】 

(MA％) 
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（第３回　大阪市社会福祉審議会高齢者福祉専門分科会　平成26年３月31日開催　資料）

 

（４）就労、地域生活の状況、いきがい

問23　近所の方がお困りの時、お手伝いできること　（性別・年齢別）

・性別でみると、男性は「安否確認の見守りや声かけ」が33.5％で最も多い回答となっているが、「特に
ない」も同値で高くなっている。次いで「災害時の手助け」が29.6％となっている。女性は、「安否確認
の見守りや声かけ」が最も多く、「災害時の手助け」については男性に比べて少ない。
・年齢別では、「安否確認の見守りや声かけ」は65歳～79歳までは相対的に多いが、75歳を境に「特にな
い」が多くなるなど、75歳以上では、全般において手伝えることの回答が少なくなっている。

33.5 36.8 
44.2 41.2 

32 
23.7 20.6 

10.9 

0 

20 

40 

60 

80 安否確認の見守りや声かけ 

33.5 
26.4 23.7 23.2 

29.4 
37.4 

47.5 

61.1 

0 

20 

40 

60 

80 特にない 

19.7 
26.9 26.4 26.3 24.1 20.8 

15.2 
8.7 

0 

20 

40 

60 

80 話し相手、相談相手 

13.6 

26.5 29.9 
25.5 

19.3 
8.8 5 1.8 

0 

20 

40 

60 

80 ちょっとした買い物の手伝い 

19 21.9 25.3 25.8 
19.8 

12.7 
7.8 

2.2 

0 

20 

40 

60 

80 ゴミ出し 

29.6 

12.8 

30.9 
23.2 

16.4 
8.7 5.5 2.5 

0 

20 

40 

60 

80 

 男性 
(N=4140) 

 女性 
(N=5451) 

 65～69歳 
(N=2679) 

 70～74歳 
(N=2587) 

 75～79歳 
(N=2012) 

 80～84歳 
(N=1382) 

 85～89歳 
(N=678) 

 90歳以上 
(N=275) 

災害時の手助け 

性 別 年齢別 

【図23-a 近所の方がお困りの時、お手伝いできること（性別・年齢別）】 

(MA％) 
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（第３回　大阪市社会福祉審議会高齢者福祉専門分科会　平成26年３月31日開催　資料）

 

（４）就労、地域生活の状況、いきがい

問24　困った時、地域の人に助けてもらいたいこと　（性別・年齢別）

・性別でみると、男性で「特にない」が40.3％で最も多い。女性では「災害時の手助け」が最も多い回答
となっている。
・年齢別では、90歳以上で、「特にない」の割合が高くなっているが、その他の項目では、年齢差による
大きな差はみられない。

40.3 

28.3 
37 
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80 特にない 
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24.4 
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80 災害時の手助け 
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9 12.6 10.7 12.1 11.1 10.9 10.5 
6.2 

0 

20 

40 

60 

80 

 男性 
(N=4140) 

 女性 
(N=5451) 

 65～69歳 
(N=2679) 

 70～74歳 
(N=2587) 

 75～79歳 
(N=2012) 

 80～84歳 
(N=1382) 

 85～89歳 
(N=678) 

 90歳以上 
(N=275) 

ゴミ出し 

性 別 年齢別 

【図24-a 困った時、地域の人に助けてもらいたいこと（性別・年齢別）】 

(MA％) 
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（４）就労、地域生活の状況、いきがい

問25　楽しみや生きがい　（複数回答）

・楽しみや生きがいについては、「テレビを見たり、ラジオを聞いたりすること」が59.0％と最も高くお
よそ６割の方が選択している。次いで「友人との付き合い」が46.1％、「配偶者や子、孫などご家族と過
ごしたりすること」が44.8％となっている。
・前回調査と比較すると、各割合に多少の差はあるものの、「テレビを見たり、ラジオを聞いたりするこ
と」が最も多く、次いで「友人・知人との付き合い」、「配偶者や子、孫などご家族と過ごしたりするこ
と」の順であり、概ね同様の傾向となっている。

59 

46.1 

44.8 

32.9 

24.3 

18.8 

15.1 

12.3 

10.9 

8.4 

6.3 

5.2 

4.1 

2.8 

5.7 

57.5 

50 

45.6 

33.1 

26.3 

15 

13.2 

10.4 

9.7 

7.1 

6.4 

5.1 

6.2 

5.6 

2.4 

0 20 40 60 

テレビを見たり、ラジオを聞いたりすること  

友人・知人との付き合い           

配偶者や子、孫などご家族と過ごしたりすること 

旅行やドライブ               

園芸や音楽鑑賞などの趣味活動        

運動・スポーツ               

仕事・働くこと               

生涯学習や教養などを身につけること     

パソコンやインターネット、携帯電話     

町会、自治会、女性会などの地域団体の活動  

社会奉仕、ボランティア活動         

老人クラブ活動               

特にない                  

その他                   

無回答                   

今回 

前回 
(N=6535) 

（今回：Ｎ＝9993） 

(MA％) 

今回 

前回 

【図25-1 楽しみや生きがい】 
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（４）就労、地域生活の状況、いきがい

問25　楽しみや生きがい　（性別・年齢別）

・性別でみると、「テレビを見たり、ラジオを聞いたりすること」は男女ともに最も高い。「友人・知人
との付き合い」は女性の方が高く、男性とは12.3ポイントの差がある。
・年齢別では、「テレビを見たり、ラジオを聞いたりすること」と「配偶者や子、孫などご家族と過ごし
たりすること」は年齢による差は少ないが、その他の項目については高齢になるにつれて低下する傾向が
見られる。

57.5 
62.4 58.7 60.4 61.9 61.9 60 

55.3 

0 

20 

40 

60 

80 テレビを見たり、ラジオを 

聞いたりすること 

40.4 

52.7 52.6 52.4 
47.8 

38.3 34.4 

21.5 

0 

20 

40 

60 

80 友人・知人との付き合い 

45.8 45.9 49.4 47.4 44.3 40.2 43.2 43.3 

0 

20 

40 

60 

80 配偶者や子、孫などご家族と 

過ごしたりすること 

34.1 33.6 
43.9 

38.2 
33.3 

21.7 
12.1 9.8 

0 

20 

40 

60 

80 旅行やドライブ 

19.9 
28.8 29.2 28.2 24.4 

19.8 
14.6 

7.3 

0 

20 

40 

60 

80 園芸や音楽鑑賞などの 

趣味活動 

23.7 
15.9 

26.9 
22.3 18.7 

10.1 
4.7 2.2 

0 

20 

40 

60 

80 

 男性 
(N=4140) 

 女性 
(N=5451) 

 65～69歳 
(N=2679) 

 70～74歳 
(N=2587) 

 75～79歳 
(N=2012) 

 80～84歳 
(N=1382) 

 85～89歳 
(N=678) 

 90歳以上 
(N=275) 

運動・スポーツ 

性 別 年齢別 

【図25-a 楽しみや生きがい（性別・年齢別）】 

(MA％) 
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（５）将来の介護や援護に対する考え

問26　特別養護老人ホームの整備に対する考え

・特別養護老人ホームの整備にかかる考えについては、「介護保険料が高くなるのは困るが、ある程度の
増設は必要と思う」が50.6%と最も多い。「介護保険料がある程度高くなっても、今後も特別養護老人ホー
ムの増設が必要と思う」も含めると、増設の必要性を感じている人は63.7％であり、増設の必要性を感じ
ない人は3.9％となっている。

・性別では、増設についての考え方に大きな差はみられない。
・年齢別で見ると、増設の必要性を感じる人は「65～79歳」までがやや多く、80歳以上では少なくなる傾
向がみられる。

保険料がある程度高くなって

も今後も増設が必要 

14.2 

12.9 

13 

12.8 

14.3 

13.7 

14.3 

13.5 

保険料が高くなるのは困るが

ある程度の増設は必要 

50.8 

52.4 

58.3 

54.2 

50 

43.8 

40.3 

42.5 

これ以上増やす 

必要はないと思う 

4.2 

3.8 

4 

3.6 

5 

3.3 

4.3 

2.2 

わからない 

24.7 

23.3 

20.9 

22.7 

22.8 

28.4 

31 

32.4 

無回答 

6.1 

7.6 

3.8 

6.7 

7.9 

10.8 

10.1 

9.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

（凡 例）  

 男性 (N=4140)  

 女性 (N=5451)  

 65～69歳 (N=2679) 

 70～74歳 (N=2587) 

 75～79歳 (N=2012) 

 80～84歳 (N=1382) 

 85～89歳 (N=678)  

 90歳以上 (N=275)  

【図26-a 特別養護老人ホームの整備に対する考え（性別・年齢別）】 

（性別） 

（年齢別） 

介護保険料がある程度高くなって

も、今後も特別養護老人ホームの

増設が必要と思う 

13.1 

介護保険料が高くなるのは困る

が、ある程度の増設は必要と思う 

50.6 

特別養護老人ホームをこれ以上

増やす必要はないと思う 

3.9 

わからない 

23.4 

無回答 

9 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

（凡例） 

Ｎ＝9993 

【図26 特別養護老人ホームの整備に対する考え】  
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・世帯別にみると、特別養護老人ホームの増設が必要と考える人の割合は、「夫婦で配偶者が65歳未満の
世帯」が71.2％で最も多く、「ひとり暮らし世帯」は59.2％で最も少ない。
・介護度別では、特別養護老人ホームの増設が必要と考える人の割合は、「非該当（自立）」が69.9％で
最も多く、次いで「要介護４」が66.4％、「要介護１」が66.2％となっている。一方、「要介護３」が
51.5％で最も少ない。

（５）将来の介護や援護に対する考え

問26　特別養護老人ホームの整備に対する考え （世帯別・介護度別）

保険料がある程度高くなっても 

今後も増設が必要 

13.8 

14.7 

13.6 

13.4 

11.5 

12.2 

15.8 

14.1 

13.2 

13.3 

10.9 

8.3 

13.1 

11 

保険料が高くなるのは困るが 

ある程度の増設は必要 

45.4 

53.7 

57.6 

49.3 

55.6 

53.8 

54.1 

48.8 

46 

52.9 

48.2 

43.2 

53.3 

45.1 

これ以上増やす 

必要はないと思う 

3 

4.9 

3.2 

5.1 

3.9 

4 

4.2 

4.4 

3.4 

2.9 

2.5 

3.8 

1.9 

3.7 

わからない 

26.8 

19.9 

21.5 

24.7 

25.1 

24.1 

20.9 

22.7 

26.7 

23.3 

32.6 

34.1 

21.5 

29.3 

無回答 

11 

6.8 

4.1 

7.5 

3.9 

5.9 

5 

10 

10.7 

7.6 

5.8 

10.6 

10.2 

10.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

（凡 例）  

ひとり暮らし世帯 

(N=2754) 

夫婦世帯でともに 

65歳以上(N=3392) 

夫婦世帯で配偶者 

が65歳未満(N=594) 

その他の世帯で全員 

65歳以上(N=292) 

上記以外の世帯 

 (N=2316) 

 申請していない 

 (N=3218) 

 非該当（自立） 

 (N=3705) 

 要支援１ (N=475) 

 要支援２ (N=348) 

 要介護１ (N=210) 

 要介護２ (N=276) 

 要介護３ (N=132) 

 要介護４ (N=107) 

 要介護５ (N=82) 

【図26-b 特別養護老人ホームの整備に対する考え（世帯別・要介護度別）】 

（世
帯
別
） 

（介
護
度
別
） 
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（５）将来の介護や援護に対する考え

問27　特別養護老人ホームの入所に関する意向

・入所したい施設については、「ユニット型特別養護老人ホーム」が５割を超えており、従来型特別養護
老人ホームに比べて、大幅に多くなっている。

・性別でみると、女性は「ユニット型特別養護老人ホーム」を希望する割合が高い。
・年齢別では、65～69歳の方は、「ユニット型特別養護老人ホーム」の割合が60.7％で最も多く、「従来
型特別養護老人ホーム」が9.4％と最も少ない。また、いずれの年齢区分とも「ユニット型特別養護老人
ホーム」の希望する割合が最も高くなっている。

従来型の特別養護老人ホーム 

11.7 

10.8 

9.4 

12.6 

12.1 

10.6 

11.1 

12.7 

ユニット型特別養護老人ホーム 

48 

55 

60.7 

50.9 

48.3 

44.5 

46.3 

49.8 

どちらでもよい 

30.6 

22.6 

24.6 

25.7 

26.3 

28.2 

29.4 

22.2 

無回答 

9.7 

11.6 

5.3 

10.8 

13.3 

16.7 

13.2 

15.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

（凡 例）  

 男性 (N=4140)  

 女性 (N=5451)  

 65～69歳 (N=2679) 

 70～74歳 (N=2587) 

 75～79歳 (N=2012) 

 80～84歳 (N=1382) 

 85～89歳 (N=678)  

 90歳以上 (N=275)  

【図27-a 特別養護老人ホームの入所に関する意向（性別・年齢別）】 

従来型特別養護老人ホーム 

（４人部屋で、30人から50人程度

の集団生活を基本とする) 

11.0% 

ユニット型特別養護老人ホーム

(個室で10人程度の生活単位を

基本とする) 

50.6% 

どちらでもよい 

25.5% 

無回答 

12.9% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

（凡例） 

Ｎ＝9993 

【図27 特別養護老人ホームの入所に関する意向】 

（性 別） 

（年齢別） 
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・介護度別でみると、要介護２以上では、他と比べて「従来型の特別養護老人ホーム」の回答がやや多
い。
・要支援２まででは「ユニット型特別養護老人ホーム」と回答する方は、５割を超えている。

（５）将来の介護や援護に対する考え

問27　特別養護老人ホームの入所に関する意向　（介護度別）

従来型の特別養護老人ホーム 

10.3 

11.2 

11.4 

13.2 

11.9 

15.9 

18.2 

15 

15.9 

ユニット型特別養護老人ホーム 

52.9 

57.2 

50.5 

51.7 

45.7 

44.2 

41.7 

48.6 

40.2 

どちらでもよい 

26.9 

24.4 

21.9 

20.7 

28.6 

32.2 

26.5 

22.4 

26.8 

無回答 

9.9 

7.2 

16.2 

14.4 

13.8 

7.7 

13.6 

14 

17.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

（凡 例）  

 申請していない 

 (N=3218) 

 非該当（自立） 

 (N=3705) 

 要支援１ (N=475) 

 要支援２ (N=348) 

 要介護１ (N=210) 

 要介護２ (N=276) 

 要介護３ (N=132) 

 要介護４ (N=107) 

 要介護５ (N=82) 

【図27-a 特別養護老人ホームの入所に関する意向（介護度別）】 

（介
護
度
別
） 
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（５）将来の介護や援護に対する考え

問28　介護や援護が必要になった場合に希望する暮らし方

・将来の希望する暮らし方については、「介護保険サービスの居宅介護サービスを受けながら、現在の住
宅に住み続けたい」が32.6%と最も多く、「ご家族などの介護を受けながら、現在の住宅に住み続けたい」
(22.7%)とあわせると、『現在の住宅に住み続けたい』との回答は、55.3%となっている。前回調査と同
様、在宅を希望する割合が最も高くなっている。
・前回調査と比較すると、「段差の解消、緊急時対応職員の配置など、高齢者が安全に暮らす対応がされ
た住宅に入居したい」は、前回より6.9ポイント低くなっている。

・性別でみると、男性で「家族介護で在宅希望」が女性より5.4ポイント高く、女性は「居宅介護サービス
を受けて在宅希望」が男性より4.5ポイント高い。
・年齢別では、「家族介護で在宅希望」が高齢になるほど多くなり、「居宅介護サービスを受けて在宅希
望」とほぼ逆の傾向が見られる。また、65～69歳で「わからない」と答えた人がやや多くなっている。

（性 別） 

家族介護で 

在宅希望 

26.1 

20.7 

18.3 

21.1 

23.9 

27 

33.5 

38.9 

居宅介護ｻ ﾋーﾞｽ 

を受けて在宅希望 

30.9 

35.4 

34.3 

34.9 

34.8 

29.9 

29.6 

25.8 

安全安心に暮らす対応 

がされた住宅への入居 

7.1 

8.3 

8.7 

9.1 

8.1 

6.3 

3.2 

2.9 

介護付き有料老人 

ﾎｰﾑ等への入居 

4.1 

5.2 

5.4 

4.6 

4.3 

4.2 

4.9 

4.4 

特養等の施 

設に入所 

8.8 

7.9 

9.5 

8.5 

7 

8 

6.8 

8.7 

その他 

0.8 

1.3 

0.8 

1.1 

1.2 

1.1 

1.3 

2.5 

わから 

ない 

16.7 

14 

19.1 

14.1 

13.7 

13.8 

12.4 

8.4 

無回答 

5.5 

7.2 

3.9 

6.6 

7 

9.7 

8.3 

8.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

（凡 例）  

 男性 (N=4140)  

 女性 (N=5451)  

 65～69歳 (N=2679) 

 70～74歳 (N=2587) 

 75～79歳 (N=2012) 

 80～84歳 (N=1382) 

 85～89歳 (N=678)  

 90歳以上 (N=275)  

【図28-a 介護や援護が必要になった場合の希望する暮らし方（性別・年齢別）】 

（年齢別） 

22.7 32.6 

57.0  

7.6 

14.5  

4.6 

3.8 

特別養護老人 

ホームなどの 

施設への入所 

8.1 

6.1 

その他 

1.1 

1.1 

わから 

ない 

14.9 

13.9 

無回答 

8.6 

3.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

（凡例） 

今回 

Ｎ＝9993 

前回 

Ｎ＝6535 

【図28 介護や援護が必要になった場合の希望する暮らし方】 

家族の介護を受

けながら、現在

居宅介護ｻｰﾋﾞｽを

受けながら、現在

段差の解消、緊急時対応職員

の配置など、高齢者が安全・安
心に暮らす対応がされた住宅

への入居 

介護付有料老人ﾎｰ

ﾑやｹｱﾊｳｽ、ｸﾞﾙｰﾌﾟ
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・世帯別でみると、いずれの世帯でも現在の住宅に住み続けることへの希望が多くなっている。ひとり暮
らし世帯では、「安心安全に暮らす対応がされた住宅への入居」が他の世帯よりも多い。

・居住する建物別でみると、現在の住宅に住み続けることへの希望は、持ち家（一戸建）が最も多い。

問28　介護や援護が必要になった場合に希望する暮らし方　（世帯別・居住する建物別）

（５）将来の介護や援護に対する考え

家族介護で 

在宅希望 

12.3 

24.4 

26.1 

26.7 

30.2 

29.6 

22.1 

20.6 

13.9 

13.9 

5 

13.6 

17 

居宅介護ｻ ﾋーﾞｽ 

を受けて在宅希望 

34.3 

34.6 

32.5 

37 

31.6 

35.3 

36.3 

36.2 

31.8 

24.5 

45 

4.5 

26.5 

安全安心に暮らす対応 

がされた住宅への入居 

9.8 

7.5 

7.4 

3.4 

6.6 

5.6 

6.6 

9.4 

12.8 

13.5 

15 

4.5 

6.7 

介護付き有料老人 

ﾎｰﾑ等への入居 

5.1 

5 

4.5 

5.5 

4.1 

4.4 

6.8 

2.6 

5.5 

3.4 

10 

22.7 

3.6 

特養等の施 

設に入所 

8.7 

8.4 

8.8 

7.5 

7.7 

6.6 

9.2 

8.8 

11.7 

10.1 

5 

18.2 

10.3 

その他 

1.1 

1.1 

1 

2.1 

1.1 

0.8 

0.8 

1 

2.2 

1.6 

0 

22.7 

4.3 

わから 

ない 

18.3 

12.6 

16.3 

10.6 

14.7 

12.1 

12.6 

14.7 

16.8 

25.5 

15 

0 

21.3 

無回答 

10.4 

6.4 

3.4 

7.2 

4 

5.6 

5.6 

6.7 

5.3 

7.5 

5 

13.8 

10.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

（凡 例）  

ひとり暮らし世帯 

(N=2754) 

夫婦世帯でともに 

65歳以上(N=3392) 

夫婦世帯で配偶者 

が65歳未満(N=594) 

その他世帯で全員 

65歳以上(N=292) 

上記以外の世帯 

(N=2316) 

持ち家（一戸建） 

(N=3939) 

持ち家(共同住宅) 

(N=2337) 

市営住宅・府営住宅 

(N=1176) 

都市再生機構・公社 

(N=274) 

民間の賃貸住宅 

 (N=1533) 

サービス付き高齢者 

向け住宅 (N=20) 

有料老人ホーム 

(N=22) 

その他 (N=253) 

【図28-b 介護や援護が必要になった場合の希望する暮らし方（世帯別・居住する建物別）】 

（世
帯
別
） 

（居
住
す
る
建
物
別
） 
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（５）将来の介護や援護に対する考え

問29　在宅生活継続のために必要な支援　（複数回答）

・必要な支援については、「毎日の食事の準備・後片付けや掃除・洗濯など家事を手伝ってもらえるこ
と」が45.6％と最も多く、次いで「在宅での医療や介護サービスなどの24時間支援体制ができているこ
と」が33.7％となっている。
・前回調査と比較すると、「必要なときに施設に宿泊できること」は2.0ポイント高くなっているが、他の
回答はすべて前回よりも低下している。

45.6 

33.7 

30.5 

29.8 

29 

26.8 

17.6 

16.2 

8.4 

3.4 

51 

34.4 

34.9 

30.2 

27 

27.9 

21.5 

23.7 

16 

4.3 

0 10 20 30 40 50 60 

毎日の食事の準備・後片づけや掃除・洗濯など 

家事を手伝ってもらえること 

在宅での医療や介護サービスなどの24時間支援 

体制ができていること 

病院まで送り迎えしてもらえること     

自宅に来てくれる医師や歯科医師、看護師など 

の専門職がいること 

必要なときに施設に宿泊できること     

入浴やトイレなどを介助してもらえること  

地域での見守り、隣近所の人同士で声かけがで 

きていること 

住宅を改修するための支援を受けられること  

無回答     

その他     

【図29 在宅生活継続のために必要な支援】 

今回 

前回 
(N=6535) 

今回 

前回 

（今回：Ｎ＝9993） 

(MA％) 
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・性別でみると、男女ともに「毎日の食事の準備・後片付けや掃除・洗濯など家事を手伝ってもらえるこ
と」が最も多い。
・年齢別でみても、「毎日の食事の準備・後片付けや掃除・洗濯など家事を手伝ってもらえること」が全
ての年齢層で最も多くなっている。

（５）将来の介護や援護に対する考え

問29　在宅生活継続のために必要な支援　（性別・年齢別）

47.9 45.8 47 47.8 45.8 42.9 
49.3 52.4 

0 

20 

40 

60 

80 毎日の食事の準備・後片づけや 

掃除・洗濯など家事を手伝って 

もらえること 

32.5 36.3 38.3 35.9 
31.2 30.2 32.2 36.4 

0 

20 

40 

60 

80 在宅での医療や介護サービス 

などの２４時間支援体制ができ 

ていること 

28.2 
33.6 

29 31.3 29.9 32.3 
37.8 38.5 

0 

20 

40 

60 

80 病院まで送り迎えしてもらえる 

こと 

29.2 31.7 30.6 32.7 30.1 
25.5 

30.8 
37.5 

0 

20 

40 

60 

80 自宅に来てくれる医師や歯科医師 

看護師などの専門職がいること 

26.3 
32.3 31.8 31.5 28.7 26.1 24.2 28.4 

0 

20 

40 

60 

80 必要なときに施設に宿泊できること 

26.7 28.2 28.8 26.8 25.5 24.7 
31.7 

40.4 

0 

20 

40 

60 

80 

 男性 
(N=4140) 

 女性 
(N=5451) 

 65～69歳 
(N=2679) 

 70～74歳 
(N=2587) 

 75～79歳 
(N=2012) 

 80～84歳 
(N=1382) 

 85～89歳 
(N=678) 

 90歳以上 
(N=275) 

入浴やトイレなどを介助してもらえ 

ること 

性 別 年齢別 

【図29-a 在宅生活継続のために必要な支援（性別・年齢別）】 

(％) 
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・介護度別では、「毎日の食事の準備・後片付けや掃除・洗濯など家事を手伝ってもらえること」が要介
護４を除いて最も多い。
・「病院まで送り迎えしてもらえること」は、非該当（自立）及び要介護５以外では、各介護度の中で２
番目に多くなっている。一方、「必要なときに施設に宿泊できること」は、いずれの介護度においても概
ね低い傾向にある。

（５）将来の介護や援護に対する考え

問29　在宅生活継続のために必要な支援　（介護度別）

45.3 47.8 50.1 
56.6 60.5 58 

47 43.9 

57.3 

0 

20 

40 

60 

80 毎日の食事の準備・後片づけや 

掃除・洗濯など家事を手伝って 

もらえること 

35.7 36.2 
31.4 28.4 30 

38.8 
34.1 

40.2 

56.1 

0 

20 

40 

60 

80 在宅での医療や介護サービス 

などの２４時間支援体制ができ 

ていること 

29 29.5 
36 

41.7 45.2 46.7 
41.7 43.9 

37.8 

0 

20 

40 

60 

80 病院まで送り迎えしてもらえる 

こと 

31 31.7 28 29.6 32.4 36.2 

22.7 
33.6 

50 

0 

20 

40 

60 

80 自宅に来てくれる医師や歯科医師 

看護師などの専門職がいること 

29.7 31.3 27.4 26.4 28.1 
34.1 

23.5 
29.9 

35.4 

0 

20 

40 

60 

80 必要なときに施設に宿泊できること 

26.6 26.8 24.8 
30.7 

40 42.8 41.7 44.9 

56.1 
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20 

40 

60 

80 
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な
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0
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) 

要
介
護
５ 
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=8
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入浴やトイレなどを介助してもらえ 

ること 

【図29-b 在宅生活継続のために必要な支援（介護度別）】 

(％) 
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（５）現在の暮らしに対する考え

問30　現在の暮らしに対する気持ち

・現在の暮らしに対する気持ちは、「趣味をしている時間は楽しい」について「とてもそう思う」「まあ
そう思う」があわせて58.0％となっており最も高い。また、「今の暮らしには張り合いがある」「生活は
充実している」「友人との関係は満足している」については、50％を超えている。

・一方、「近所付き合いに満足している」「自分は頼りにされていると思う」については、「とてもそう
思う」「まあそう思う」をあわせた割合が低くなっている。
・「今の暮らしにはストレスが多い」のみ逆の問いとなっており、「あまりそう思わない」「まったくそ
う思わない」をあわせると、４割程度となっている。

とても 

そう思う 

16 

17 

25.6 

17.1 

7.8 

9.5 

5 

まあ 

そう思う 

37.7 

39.4 

32.4 

33.7 

28 

25.3 

13.6 

どちらとも 

いえない 

22.5 

20 

14.2 

20 

28.5 

28.5 

27 

あまりそう 

思わない 

8.4 

8.2 

4.7 

7.3 

12.1 

11.6 

27.6 

まったくそう 

思わない 

3.8 

3.4 

4.9 

6 

8 

10 

12.5 

無回答 

11.6 

11.9 

18.2 

15.9 

15.6 

15.1 

14.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

（凡 例） 

今の暮らしには張り合いがある 

生活は充実している     

趣味をしている時間は楽しい  

友人との関係に満足している  

近所付き合いに満足している  

自分は頼りにされていると思う 

今の暮らしにはストレスが多い 

【図30 現在の生活について感じること】 

（Ｎ＝9993） 
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（６）地域生活支援

問31　地域包括支援センター等の利用・認知状況

・地域包括支援センターまたは総合相談窓口（ブランチ）の利用や認知状況については、「利用したこと
がある」「知っているが利用したことはない」は計29.3％あり、「聞いたことはあるが、何をするところ
かはわからない」は10.7％となっている。一方、地域包括支援センター等を「知らない」方の割合は、
46.5％となっている。
・前回調査と比較すると「知っている」との回答が6.1ポイント増え、「知らない」は18.1ポイント減少し
ている。

・性別でみると、「知っている」と回答した人は、利用の有無にかかわらず女性の割合が高い。「知らな
い」は、男性の方が多い。
・年齢別では、概ね高齢になるほど「知っている」の回答が多くなっている。

利用したことが

ある 

（知っている） 

8.6% 

知っているが、

利用したことは

ない 

20.7% 

聞いたことはあ

るが、何をする

ところかわから

ない 

10.7% 

聞いたことがな

い（知らない） 

46.5% 

無回答 

13.5% 

【図31 地域包括支援センター等の利用・認知状況】 

（Ｎ＝9993） 

知っている 

(利用あり) 

8.6  

11.1  

知っている 

(利用なし) 

20.7  

12.1  

聞いたことある
が、何をするとこ

ろかわからない 

10.7  

3.0  

知らない 

46.5  

64.6  

無回答 

13.5  

9.1  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

（凡例） 

今回 

(N=9993) 

前回 

(N=6535) 

【図31-1 地域包括の利用・認知状況（比較）】 

知っている 

（利用したことあり） 

6.1 

10.4 

3.9 

5.4 

9.8 

13.6 

19.7 

21.8 

知っている 

（利用したことはない） 

18.6 

23 

19 

22.9 

23.7 

21.5 

17.9 

13.8 

聞いたことはあるが、何を 

するところかわからない 

11.4 

10.6 

9.5 

12.1 

12.2 

10.8 

9.3 

9.8 

知らない 

53.9 

43.1 

58 

48.7 

41.5 

39.3 

40.1 

43.6 

無回答 

10 

12.9 

9.6 

10.9 

12.8 

14.8 

13 

11 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

（凡 例）  

 男性 (N=4131)  

 女性 (N=5437)  

 65～69歳 (N=2675) 

 70～74歳 (N=2583) 

 75～79歳 (N=2004) 

 80～84歳 (N=1377) 

 85～89歳 (N=676) 

 90歳以上 (N=275) 

【図31-a 地域包括支援センター等の利用・認知状況（性別・年齢別）】 

（性 別） 

（年齢別） 
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・世帯別でみると、利用の有無にかかわらず「知っている」は、「その他世帯で全員65歳以上の世帯」が
最も多く、次いで「ひとり暮らし世帯」となっている。また、「夫婦のみで配偶者が65歳未満の世帯」で
は最も少ない。
・介護度別では、利用の有無にかかわらず「知っている」は、要支援１及び２がほぼ同値で最も多く、申
請していない、非該当（自立）はほぼ同値で少なくなっている。

（６）地域生活支援

問31　地域包括支援センター等の利用・認知状況　（世帯別・介護度別）

知っている 

（利用したことあり） 

12 

7.3 

2.5 

11 

7.3 

3.1 

4.2 

38.9 

39.9 

27.1 

22.8 

20.8 

24.5 

19.5 

知っている 

（利用したことはない） 

20.1 

22.8 

17.2 

26.4 

19.9 

23.2 

23.3 

17.5 

15.6 

13.8 

15.9 

13.8 

10.4 

12.2 

聞いたことはあるが、何を 

するところかわからない 

10 

12.6 

10.8 

7.9 

9.8 

11.5 

11.7 

9.3 

10.7 

10 

9.4 

6.2 

10.4 

6.1 

知らない 

43.3 

46.3 

61 

44.5 

52.3 

51.2 

51.7 

23.6 

23.1 

39 

39.1 

47.7 

39.6 

34.1 

無回答 

14.6 

11 

8.5 

10.2 

10.7 

11 

9.1 

10.7 

10.7 

10.1 

12.8 

11.5 

15.1 

28.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

（凡例） 

ひとり暮らし世帯 

(N=2747) 

夫婦世帯でともに 

65歳以上(N=3382) 

夫婦世帯で配偶者 

が65歳未満(N=593) 

その他世帯で全員 

65歳以上(N=292) 

上記以外の世帯 

(N=2312) 

申請していない 

 (N=3211) 

非該当（自立） 

 (N=3699) 

要支援１ (N=475) 

要支援２ (N=346) 

要介護１ (N=210) 

要介護２ (N=276) 

要介護３ (N=130) 

要介護４ (N=106) 

要介護５ (N=82) 

【図31-ｂ 地域包括支援センター等の利用・認知状況（世帯別・介護度別）】 

（世
帯
別
） 
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護
度
別
） 
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（６）地域生活支援

問31-1　地域包括支援センター等を知ったきっかけ

・利用したことがある人にどのようにして知ったかをたずねると、「介護支援専門員（ケアマネ
ジャー）・ホームヘルパー・施設職員などから聞いた」が29.8%で最も多く、次いで「区役所・保健福祉セ
ンターから聞いた」が25.8%、「かかりつけの医師や病院など医療機関から聞いた」が12.7％となってお
り、専門職や相談機関等を通じて知るケースが多い。

・性別でみると、男性では「区役所などから聞いた」が多く、女性では「かかりつけ医など医療機関から
聞いた」が多くなっている。
・年齢別では、概ね高齢になるほど「ケアマネ・ホームヘルパー施設職員などから聞いた」が多くなって
おり、90歳以上が最も多い。また、「パンフレットや資料から知った」は、65～69歳で最も多い。

ｹｱﾏﾈ・ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟー  

施設職員などから 

聞いた 

29.8 

区役所・保険 

福祉ｾﾝﾀー  

から聞いた 

25.8 

かかりつけの医師 

や病院など医療 

機関から聞いた 

12.7 

家族・友人・知人 

から聞いた 

11.5 

ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄや資料 

から知った 

5.7 

民生委員・町会 

などの地域役員 

から聞いた 

2.4 

その他 

2.7 

無回答 

9.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

（凡例） 

N=858 

【図31-1 地域包括支援センター、ブランチを知ったきっかけ】 
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23.6 

26.9 
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24 

19.3 

23.3 

かかりつけ医など 

医療機関から 

10.3 

14 

12 

13.9 

13.2 

14.6 

13.3 

3.3 

家族・友人 

などから 

11 

12.1 

8.3 

6.2 

12.2 

13 

14.8 

18.3 

ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄや 

資料から 

3 

6.9 

10.2 

4.9 

7.3 

4.2 

4.4 

1.7 

民生委員など 

地域役員から 

2.7 

2.4 

2.8 

3.5 

2.9 

1.6 

2.2 

1.7 

その他 

3 

2.6 

4.6 

4.2 

2.4 

2.1 

0.7 

3.3 

無回答 

9.1 

8.6 

7.4 

11.1 

10.3 

9.8 

7.5 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

（凡 例）  

 男性 (N=263)  

 女性 (N=577)  

 65～69歳 (N=108) 

 70～74歳 (N=144) 

 75～79歳 (N=205) 

 80～84歳 (N=192) 

 85～89歳 (N=135) 

 90歳以上 (N=60)  

【図31-1-a 地域包括支援センター、ブランチを知ったきっかけ（性別・年齢別）】 

（性 別） 

（年齢別） 
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（６）地域生活支援

問31-2　地域包括支援センター等を利用された目的

・利用したことがある人に、利用目的をたずねると、「介護や日常生活の困りごと」が50.5％で
最も多く、次いで「介護予防サービスについて」が45.7％となっている。

50.5 

45.7 

23.7 

17.9 

12.8 

10.5 

8.6 

3.5 

19.8 

0 10 20 30 40 50 60 

介護や日常生活の困りごと 

（介護保険制度、ご家族の介護など）   

介護予防サービスについて 

【要支援１、２の認定になった】    

保健、医療サービスや制度について  

物忘れ、認知症について   

介護予防事業について  

【二次予防事業対象者になった】     

高齢者虐待について       

一緒に活動したことがある 

（研修、高齢者の見守り活動など）  

その他            

無回答            

【図31-2-1 地域包括支援センター、ブランチを利用された目的】 

（Ｎ＝9993） 

(MA％) 
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（６）地域生活支援

問31-3　地域包括支援センター等を利用した際の満足度

・利用したことがある人に、各利用目的ごとの利用時の満足度をたずねると、「介護や日常生活の困りご
と」、「介護予防サービスについて」の対応についての「満足度」が高く、「高齢者虐待について」の対
応は「不満」と回答した方の割合が最も多くなっている。

満足 

29.3 

25.3 

18.9 

29.6 

20.9 

19.7 

17.6 

36.7 

どちらかとい 

えば満足 

54.3 

50.6 

38.9 

48.5 

52.7 

54.2 

43.2 

30 

どちらかとい 

えば不満 

9 

14.9 

17.8 

14.8 

15.5 

14.8 

18.9 

13.3 

不満 

6.2 

5.8 

22.2 

5.6 

10.9 

9.9 

18.9 

16.7 

無回答 

1.2 

3.4 

2.2 

1.5 

0 

1.4 

1.4 

3.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

（凡例） 

介護や日常生活の困りごと 

（介護保険制度、ご家族の介護など） 

(N=433) 

物忘れ、認知症について 

(N=154) 

高齢者虐待について 

(N=90) 

介護予防サービスについて 

【要支援１、要支援２の認定になった】 

(N=392) 

介護予防事業について 

【二次予防事業対象者になった】 

(N=110) 

保健、医療サービスや制度について 

(N=203) 

一緒に活動したことがある 

（研修、高齢者の見守り活動など） 

(N=74) 

その他 (N=30) 

【図31-3 利用時の満足度】 
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